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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 タ ン ク の 外 表 面 に 補 強 層 を 備 え 、 前 記 補 強 層 上 に プ ロ テ ク タ を 有 す る 高 圧 タ ン ク に お い  
て 、
　 前 記 プ ロ テ ク タ は 、 格 子 状 の 樹 脂 リ ブ と 、 樹 脂 リ ブ の 格 子 内 に 充 填 し て 設 け ら れ た 膨 張  
黒 鉛 と か ら 形 成 さ れ て な る 、 高 圧 タ ン ク 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 高 圧 タ ン ク に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 プ ロ テ ク タ を 備 え た 高 圧 タ ン ク が 利 用 さ れ て い る 。 一 例 と し て 、 水 素 を 貯 蔵 す る 水 素 タ  
ン ク と し て 、 現 状 、 タ ン ク の バ ル ブ 側 に は ウ レ タ ン の プ ロ テ ク タ 、 エ ン ド 側 に は ウ レ タ ン  
（ 第 １ 層 ） と 膨 張 黒 鉛 （ 第 ２ 層 ） の ２ 層 構 造 の プ ロ テ ク タ が 設 定 さ れ た も の が あ る （ 例 え  
ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 こ の 構 造 は 、 例 え ば 車 両 火 災 等 で 水 素 タ ン ク が 高 熱 に さ ら さ れ た  
時 、 バ ル ブ 側 で あ れ ば Ｐ Ｒ Ｄ （ 溶 栓 弁 ） に よ っ て ガ ス が 抜 か れ る 一 方 で 、 エ ン ド 側 か ら の  
高 熱 で は バ ル ブ で の ガ ス 抜 き が で き な い た め 熱 で 膨 張 す る 膨 張 黒 鉛 で 断 熱 す る こ と を 可 能  
と す る 。 な お 、 参 考 図 と し て 示 す 図 １ （ Ｂ ） 中 に お い て 符 号 ３ ６ ’ で 「 ウ レ タ ン 部 」 、 符 号  
３ ４ で 「 膨 張 黒 鉛 部 」 を そ れ ぞ れ 示 し て い る 。

請求項の数　1　（全5頁）
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【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な プ ロ テ ク タ 構 造 は 、 断 熱 性 能 を 有 す る 膨 張 黒 鉛 を 含 ん で い る と い う 点 に お い  
て 、 機 能 面 で 優 れ て い る と い う こ と が で き る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ９ － １ ２ ０ ２ ６ ３ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 コ ス ト 面 に 着 目 し た 場 合 、 Ｅ Ａ （ E n e r g y  A b s o r p t i o n ） 構 造 と し て 比 較 的 安 価  
な 構 造 で あ る 樹 脂 Ｅ Ａ リ ブ 構 造 が 存 在 す る に も か か わ ら ず 、 従 来 の プ ロ テ ク タ 構 造 に お い  
て は こ れ を 採 用 す る こ と が 難 し か っ た 。 そ の 理 由 と し て は 、 樹 脂 Ｅ Ａ リ ブ 構 造 が 格 子 状 の  
樹 脂 リ ブ か ら な る 構 造 で あ る が ゆ え 、 高 熱 に さ ら さ れ た 時 に タ ン ク 本 体 に 伝 わ る 熱 を 断 熱  
す る 特 性 を も た せ る こ と が 難 し い と い う こ と を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 よ り 安 価 な 格 子 状 樹 脂 リ ブ を 利 用 し つ つ タ ン ク を 十 分 に 保 護 す る こ  
と が で き る 構 造 の 高 圧 タ ン ク を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 は 、 タ ン ク の 外 表 面 に 補 強 層 を 備 え 、 補 強 層 上 に プ ロ テ ク タ を 有 す る 高  
圧 タ ン ク に お い て 、
　 プ ロ テ ク タ は 、 格 子 状 の 樹 脂 リ ブ と 、 樹 脂 リ ブ の 格 子 内 に 設 け ら れ た 膨 張 黒 鉛 と か ら 形  
成 さ れ て な る 、 高 圧 タ ン ク で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 か か る 構 造 に お い て は 、 衝 撃 吸 収 機 能 を 格 子 状 の 樹 脂 リ ブ が 担 い 、 断 熱 機 能 を 膨 張 黒 鉛  
が 担 う た め 、 安 価 な 格 子 状 樹 脂 リ ブ を 利 用 し て も タ ン ク を 十 分 に 保 護 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 よ り 安 価 な 格 子 状 樹 脂 リ ブ を 利 用 し つ つ タ ン ク を 十 分 に 保 護 す る こ と  
が で き る 構 造 の 高 圧 タ ン ク を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ０ 】
【 図 １ 】 （ Ａ ） 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お け る 高 圧 タ ン ク の 構 成 例 を 示 す 部 分 断 面 図 と 、 （  
Ｂ ） 従 来 構 造 の 一 例 を 参 考 と し て 示 す 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 図 を 参 照 し つ つ 、 燃 料 電 池 車 に お け る 高 圧 タ ン ク の 実 施 形 態 を 説 明 す る （ 図 １ （  
Ａ ） 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ に 、 高 圧 タ ン ク の 構 成 例 を 示 す 。 本 実 施 形 態 の 高 圧 タ ン ク １ ０ は 、 当 該 タ ン ク の 外  
表 面 に 補 強 層 ２ ０ を 備 え 、 補 強 層 ２ ０ 上 に プ ロ テ ク タ ３ ０ が 設 け ら れ て い る 。 プ ロ テ ク タ  
３ ０ は 、 樹 脂 リ ブ ３ ２ と 、 膨 張 黒 鉛 部 ３ ４ と を 含 む 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 樹 脂 リ ブ ３ ２ は 、 格 子 状 に 形 成 さ れ た 部 材 （ 樹 脂 状 樹 脂 Ｅ Ａ リ ブ 部 材 ） か ら な る （ 図 １  
参 照 ） 。 樹 脂 リ ブ ３ ２ は 、 当 該 高 圧 タ ン ク １ ０ が 落 下 し た 際 、 あ る い は 当 該 高 圧 タ ン ク １  
０ に 外 力 が 作 用 し た 際 の 衝 撃 や 荷 重 （ 耐 落 下 衝 撃 等 の 荷 重 ） を 吸 収 し て 緩 和 す る 。 樹 脂 リ  
ブ ３ ２ 自 体 は 、 従 前 の 高 圧 タ ン ク １ ０ に お い て 採 用 さ れ て い る も の と 同 様 の も の で あ っ て  
構 わ な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 膨 張 黒 鉛 部 ３ ４ は 、 膨 張 黒 鉛 か ら 形 成 さ れ る 部 位 で あ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 上 述 の 樹 脂  
リ ブ ３ ２ の 間 あ る い は 格 子 内 に 膨 張 黒 鉛 を 充 填 し て 膨 張 黒 鉛 部 ３ ４ を 形 成 し て い る （ 図 １  
参 照 ） 。 膨 張 黒 鉛 を 充 填 す る に あ た っ て は 、 膨 張 黒 鉛 部 ３ ４ の 成 形 時 に 樹 脂 リ ブ ３ ２ を イ  
ン サ ー ト し て 成 形 す る 手 法 を 採 用 す る こ と が で き る 。 膨 張 黒 鉛 部 ３ ４ は 、 高 熱 タ ン ク １ ０  
が 例 え ば 車 両 火 災 等 に よ っ て 高 熱 状 況 下 に 晒 さ れ た 場 合 に 膨 張 し 、 当 該 高 圧 タ ン ク １ ０ を  
断 熱 し て 高 熱 か ら 保 護 す る よ う に 機 能 す る 。 膨 張 黒 鉛 自 体 は 、 従 前 の 高 圧 タ ン ク １ ０ に お  
い て 採 用 さ れ て い る も の と 同 様 の も の で あ っ て 構 わ な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 の ご と き 構 造 の プ ロ テ ク タ ３ ０ を 備 え た 高 圧 タ ン ク １ ０ に お い て は 、 衝 撃 吸 収 機 能  
を 格 子 状 の 樹 脂 リ ブ ３ ２ が 担 い 、 断 熱 機 能 を 膨 張 黒 鉛 部 ３ ４ が 担 う た め 、 高 圧 タ ン ク １ ０  
を 十 分 に 保 護 す る こ と が で き る 。 し か も 、 比 較 的 安 価 で あ る 樹 脂 リ ブ ３ ２ を 採 用 し た こ と  
か ら 費 用 対 効 果 や コ ス ト パ フ ォ ー マ ン ス に 優 れ る プ ロ テ ク タ ３ ０ を 備 え た 高 圧 タ ン ク １ ０  
を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 な お 、 以 上 説 明 し た 実 施 形 態 は 、 本 発 明 の 理 解 を 容 易 に す る た め の も の で あ り 、 本 発 明  
を 限 定 し て 解 釈 す る た め の も の で は な い 。 実 施 形 態 が 備 え る 各 要 素 並 び に そ の 配 置 、 材 料  
、 条 件 、 形 状 お よ び サ イ ズ 等 は 、 例 示 し た も の に 限 定 さ れ る わ け で は な く 適 宜 変 更 す る こ  
と が で き る 。 ま た 、 異 な る 実 施 形 態 で 示 し た 構 成 同 士 を 部 分 的 に 置 換 し 又 は 組 み 合 わ せ る  
こ と が 可 能 で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 は 、 高 圧 タ ン ク に 適 用 し て 好 適 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
１ ０ … 高 圧 タ ン ク 、 ２ ０ … 補 強 層 、 ３ ０ … プ ロ テ ク タ 、 ３ ２ … 樹 脂 リ ブ 、 ３ ４ … 膨 張 黒 鉛  
部 、 ３ ６ ’ … ウ レ タ ン 部
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【 図 面 】
【 図 １ 】
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